
２０２２年９月１８日 主日礼拝   
  

司  会   ①熊谷兄   ②浅井兄   ③香月兄（秋田姉） 

祈  祷  

奏  楽                                    

                                     

賛  美       聖歌７０３番「うれいと罪より救われた！」 
           （私たちはみ国の世継ぎ）（主にハレルヤ！） 

主の祈り 

 

   聖  書  ①③                                                                                       使徒行伝１６章２５～３４節  (P２０９)  

                                                                                       ②   ピリピ人への手紙３章１７～２１節  (P３１１) 
 

映  像         大川牧師（退院挨拶） 

音  楽         アブラハム会（V） 

 

メッセージ   ①③             「賛美の花」             久保田豊副牧師   

                ②      「今また涙を流して語る」 大川従道主任牧師（V） 

   

賛  美                                                                                   「今日まで守られ」 （聖歌２９２番・ 献金） 
頌  栄                                                                                 「み手の中ですべては変わる賛美に」  アーメン 

                                                                   祝   祷                                                                        

 
 

【大和ニュース】     

☆ハレルヤ！大川先生は退院することができました！皆様の御祈りを感謝します。 

・ 本日､SS教師会（森・１２時４５分）、モーセ会（泉３F&ZOOM・１３時半）、 

   J.PLUS合同集会（泉・１４時半）、第三礼拝後大和駅までの無料バスあり（送りのみ）。 

・    第四礼拝（１８時）熊谷補教師。泉チャペル。『パリサイ人と取税人の祈り』 

・ カレブ・エステル会の合同集会は、明日１９日（月・祝）９時より（ZOOM）。 
 
* 今週の祈祷会は水曜夜と木曜朝、説教は坪井副牧師。証人は浅井兄。 

・ ２３日（金・祝）J.PLUSデイキャンプ。昼１２時半集合！泉チャペルにて。 

・ 土曜日は花盛り、CBSプラス（森：１０時）、会堂掃除(１２時)､聖歌隊(泉：１３時半)、 

   プレミアムクワイア&バンド（泉：１５時半）。楽しいですよ。 

☆ご結婚おめでとうございます！２４日(土) 立山様・畠山様。 

・ ぬいぬいさんの売上は１７万円でした。主のために用いられます、ご協力感謝！ 

* 主日礼拝人数 ①８６人(２８５) ②１９２人(２３９) ➂                                                                                             １８３人(２７４) ➃２５人＝１２８４人 

       定例祈祷会 水曜６１人(１８２) 木曜１０５人(９９)＝４４７人 ※( )内はYouTubeのライブ人数 
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石の枕  
  

私大川は、“御来光を見た！？” 

勿論、私はキリスト者であるから、太陽を拝んだりしないが、太陽を造られた創造 

主なるヤーウェ神様を礼拝する。この特権は、人間として最高の恵みである。 

実に美しい！台風１１号で大雨を運んできた憎きも分厚い黒い雲をぶち破って 

登って来た太陽である。太古の昔から人類を輝かし続けて来た光の根源である。 

月や星のすべてがその存在を失っても、輝き続けてくるだろう。 

 旧約聖書の最初の一頁目に、「神は“光あれ”と言われた。すると光があった」。 

これは、人類創造の前のこと。すごい！すばらしい！AWESOME GOD！ 

 先日テレビで、御来光を見たくて、夜の内に富士山の頂上まで登ろうとしている 

人々が、３７７６ｍを前にして、酸欠と寒さと体力不足であきらめて断念する様子が 

放映されていました。 

 下手をすると死ぬかもしれない体力、精神力ギリギリの闘い、まさに死闘体験 

なしには、その光は拝めない。 

 私は今回、心臓が止まるような苦しみを通り、死闘を乗り越えさせていただいたから 

こそ、病院の８階の病室から、感激の極みを体感した。ハレルヤ！アーメン。 

 私は、天に召された人々のことを考えた。彼らは「自分の魂の苦しみにより 

光を見て満足する」（イザヤ書５３章１１節）世界を、今は味わっている。 

 No cross, No crown（十字架なくば、冠なし！）。No rain, No rainbow（雨のない 

虹はない）。まことに、今回の手術は苦しかった。この十字架経験は、私の明日を 

造るであろう。神の前に無駄はひとつもない！ 

 新改訳聖書では、「自分のいのちの激しい苦しみのあとを見て満足する」とある。 

お互い、ゆっくり味わいたいものである。入院中、随分と聖書を熟読できた。三浦 

綾子さんではないが、病気が人間を造る、それを体験した。 

 「同病相憐れむ」ではないが、病気や人間関係で苦闘の中におられる愛兄姉よ！ 

主を仰いで、光を得て下さい。そして光を放って下さい。祈っています。 

 「起きよ、光を放て！」（イザヤ書６０の１） 

シャローム！ ２０２２.９.６ 病室にて 

 

宿題（祝大）  今週もむさぼるように聖書を読みましょう！  

Aコース：Ⅱコリント１０章～ガラテヤ２章 Bコース：伝道４章～イザヤ３章 


